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４社合同で築き上げた
エコステージによる企業体質改善活動

変化こそが安定

有限会社生駒工業所
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１.４社紹介

ステージ2認証

㈲生駒工業所

所在地 石川県小松市今江町3-503
全従業員数 24名
社員 7名
外国人実習生 10名
アルバイト、パート 7名
事業内容 板金部品製造業
強み 薄物～厚物までの板厚の幅広さ

㈲釜田板金

所在地 石川県小松市串町ホ15
全従業員数 7名
社員 7名
事業内容 板金部品製造業
強み 大型建機外装カバーの加工
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２.４社紹介

ステージ2認証

㈲林鉄工

所在地 石川県小松市坊丸町235番地
全従業員数 35名
社員 26名
外国人実習生 8名
アルバイト、パート 1名
事業内容 板金部品製造業
強み 治具設計製作、各種溶接ロボット

にて対応

㈲室田鉄工所

所在地 石川県能美市宮竹町イ168番地

全従業員数 36名
社員 24名
外国人実習生 10名
アルバイト、パート 2名
事業内容 板金部品製造業
強み ロボット溶接を軸とした、板金のオ

Ḙルラウンダー



有限会社 生駒工業所

１．取引先Ｋ社様の方針（対一次協力企業）

・ISO14001又はエコステージのEMS認証取得が必須条件

・中国を始めとする海外生産拠点への生産移転が加速される。

２．会社存続のための課題

・一次協力企業並みにEMSの認証を取得する。

・一次協力企業レベル並への早急な体質改善が急務である。

しかし、ISO14001認証取得は経済的に負担が大きい。

・グループエコステージを紹介される。

活動内容がシンプルで、環境だけではなく本業の改善にも役立つ。

エコステージをやってみよう！

4
３.環境マネジメントシステム(EMS)取り組みの背景
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４.グループエコステージ・個別認証方式の特徴

①単独で取り組むより認証取得の費用が安く抑
えられる。

②経営資源の共有化や知恵の結集が図られ、単
独企業では困難なＥＭＳ活動が継続でき、企業
体質改善に繋げる事ができる。

③勉強会・相互の内部監査・企業見学会などを
通じて、技術とレベルが図れる。

④環境方針・目的・目標・法令遵守の体制づく
り、必要な教育・計画の立案と実行はグループ
でやると負担が減少。

⑤1番重要な活動の進捗管理も定期的に合同会議
の中で実施することで活動の定着化が図れる。

中小零細企業独自での取り組みはヒト、モ
ノ、カネにおいてリソースが限られ、また
取り組みを始めてもスケジュール通りの継
続が難しい場合が多い。

その点グループエコステージにすると



有限会社 生駒工業所５.エコステージ認証の経緯

2015年 電友会会員企業23社にエコステージ参加募集を募る。

エコステージの参加企業4社決定！

㈲釜田板金 ㈲室田鉄工所
㈲林鉄工 ㈲生駒工業所

6

☆ステージ１に向けてキックオフ☆

2016年 エコステージ１全社認証取得

エコステージ3認証へ向けて活動中！

2018年 エコステージ2全社認証取得

2019年
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エコステージでは、「環境経営システム」導入の〈エコステー
ジ１〉からＣＳＲ実現の〈エコステージ５〉まで５段階のステ
ージを備えています。企業の体力や目的に合ったステージから
チャレンジでき、PDCAサイクルを着実に浸透させ、段階的にレ
ベルアップも図れます。
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７,私の宣言シート

自分たちの仕事の改善その
ものが環境保全につながって
いる事を認識してエコステー
ジへの全員参加の意識が芽
生えた。



有限会社 生駒工業所
８.環境方針

   環境方針

【基本理念】

【基本方針】

①5Sを推進し、コストの
削減を目指します。

②不具合品を減らし、省
資源を推進し環境保全に
努めます。

③ムリ・ムラ・ムダを排
除し、納期達成率を向上
する。

9
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〈　2015年 経営管理実施計画　〉 作成

環　境　目　的 環　境　目　標 更新
１．５Ｓを推進し、廃棄物の削減を目指す。 １．５Ｓ評価シートでの評価点を7０点以上とする。
２．不具合品を減らし、省資源を推進する。 ２．社外・社内品質不具合を２０１４年に対し５０％削減する。 承 認 確 認 作 成
３．３ムを排除し納期達成率を向上する｡ ３．納期達成率を９９％維持する。

実　施　事　項　（手段）

プロセス①②③④
2015年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
2016年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

   ＜2015年度末＞
①5Ｓ評価シートの作成 計画

①②③④

⑤⑥
③④⑨ ③④ ③④⑧

③④⑥⑩

⑪
③④ ③④ ③④ ③④⑦ ③④ ③④⑥

１．５Ｓを推進し、廃棄 　５Ｓ評価シートでの評価を ②職場評価パトロール者の決定 実績
①②③④

⑤⑥
③④⑨ ③④ ③④⑧

③④⑥⑩

⑪
③④ ③④ ③④ ③④⑦ ③④ ③④⑥

　物の削減を目指す。 　7０点　以上とする。 ③自主評価パトロールの実施 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ (目標達成度評価）

④全社評価の周知・徹底 評価基準 　（実施納期）　　○：当月実施　　△：1ヶ月遅れて実施　　×：2ヶ月遅れて実施又は未実施

⑤表示板を設置し、「見える化」を徹底 計画 43 46 49 52 55 58 61 64 67 70

⑥通路の白線引き 実績 40 54 58 62 64 66 66 64 68 68 70

⑦５ＳのＤＶＤ教育 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧喫煙場の設置 評価基準 　（改善実施率）　　○：目標の90％以上　　△：目標の90％未満　　×：目標の70％未満 （今後の課題等）

⑨廃棄物の看板の設置

⑩<12月5日追加>機械の色塗り

⑪<12月７日追加>駐車場の白線引き

   ＜2015年度末＞
①ピッキング作業の徹底を指導 計画 ①②③④ ②④⑥ ⑤⑥⑦

⑥⑦⑧⑨

⑪⑫
⑥⑦⑩ ②⑥⑦⑩ ⑥⑦⑩ ③⑥⑦⑩ ⑥⑦⑩ ⑥⑦⑩⑬ ②⑥⑦⑩

２．不具合品を減らし、 　社外品質不具合を50％ ②確認作業の徹底を指導 実績 ①②③④ ②④⑥ ⑤⑥⑦
⑥⑦⑧⑨

⑪⑫
⑥⑦⑩ ②⑥⑦⑩ ⑥⑦⑩ ③⑥⑦⑩ ⑥⑦⑩ ⑥⑦⑩⑬ ②⑥⑦⑩

　省資源を推進する。 　削減し、20件とする。 ③仕上げ作業の指導 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④データの取得 評価基準 　（実施納期）　　○：当月実施　　△：1ヶ月遅れて実施　　×：2ヶ月遅れて実施又は未実施

　（2014年40件に対し） ⑤目標値の設定 社 計画 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1

⑥出荷時検査の実施（９月～） 外 実績 2 2 1 1 1 1 0 1 1 1 1

⑦社内不具合に対する対策書の実施 不 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　社内品質不具合を50％ ⑧支給品のある会社のリストアップ 具 計画 2 4 6 8 10 12 14 16 18 19 20

　削減し、54件とする。 ⑨支給品置き場（棚）の製作 合 実績 2 4 5 6 7 8 8 9 10 11 12

⑩会社別、品番別にキット化 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　（2015年8月～9月実績把握 ⑪<11月7日追加>安全在庫の処分を行 社 計画 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4

　にて推定108件に対し） い社内不具合は報告しなければならな 内 実績 8 10 6 4 3 4 3 3 3 2 3

くなった 不 評価 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑫<11月21日追加>社内不具合書の内 具 計画 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 54

容を変更 合 実績 8 18 24 28 31 35 38 41 44 46 49

⑬〈5月9日追加〉ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ作業関係の資料 評価 × × × × × × × × ○ ○ ○

を掲示 評価基準 （今後の課題等）

   ＜2015年度末＞ ①各作業者が納期の認識を深 計画 ①③ ③ ④⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ②⑤⑥ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ (プロセスに対する評価）

３．３ムを排除し、納期達 　納期達成率９９％を維持 　める 実績 ①③ ③ ④⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ②⑤⑥ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

　　成率を向上する。 　する。 ②表示板を設置し「見える化」を ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　徹底 評価基準 　（実施納期）　　○：当月実施　　△：1ヶ月遅れて実施　　×：2ヶ月遅れて実施又は未実施

③データの取得 計画 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99%

④目標値の設定 実績 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99% 99%

⑤各作業者に担当作業の取入 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　表を配布する 評価基準 （今後の課題等）

⑥全社員への納期の見える化

３Sの周知 納期達成 社内不具 計画通り ３Sのパト 全社員へ 全項目、 計画通り 納期達成 3Sに関す 全項目、

徹底を行 率を維持 合での新 に行えて ロール者 の納期の 目標値を に行えて 率のプロ るプロセス 目標を達

なっていき していきた しいプロセ いる。 を増やし 見える化 達成でき いる。 セスを増 を増やし 成できて

たい。 い。 スが必要 ます。 行ってい そうだ。 やしたい たい。 よかった。

だ。 きたい。

全項目で目標を達成できた事は素
晴らしい。2年目の目標も達成できる

よう、社員一丸となって活動を進めて
ください。

決めたことを計画通り実行出来た

特に全社員への納期の見える化が
効果的だった。

(プロセスに対する評価）
決めたことを計画通り実行出来た
12月の追加の施策2件が効果的

だった。

目標値　70点に対し実績70点

目標を達成できた。

忙しい時も通路に物を置かない習慣

をつけたい。やむを得ない場合は臨
時の完成品置き場等の表示をする。

(目標達成度評価）
①社外品質不具合
目標値20件に対し実績12件

②社内品質不具合

目標値54件に対し実績49件

社外、社内ともに品質不具合の目標
を達成出来た。

(プロセスに対する評価）
決めたことを計画通り実行出来た
特に追加の施策⑪安全在庫の処分

を行い社内不具合は報告しなければ
ならなくなったことが作業者に危機

感が生まれ効果的だった。

目標値

累計値

サイン

目標値

累計値

プロセス

平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 ２ ９ 日

目標達成状況評価欄生駒勇樹

プロセス

目標値

ス　ケ　ジ　ュ　ー　ル

平 成 ２ ８ 年 7 月 1 日

項　　　　目 目　　標　　値 主担当

目標値

プロセス

サイン

　（改善実施率）　　○：目標達成　　　　×：目標未達

　（改善実施率）　　○：99％維持　　　　×：99％以下

サイン

コメント

越田

花口

専務

サイン 環境管理責任者

【社長より】

社内不具合を更に減らすための新し

い施策を検討したい。

(目標達成度評価）
納期達成率の目標値　99%

に対し実績99%　と目標は達成出来
た。

全社員に掲示してある取り入れ表を
見てもらえる用、呼びかけたい。
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実　施　事　項　（手段）

プロセス①②③④
2015年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
2016年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

   ＜2015年度末＞
①5Ｓ評価シートの作成 計画

①②③④

⑤⑥
③④⑨ ③④ ③④⑧

③④⑥⑩

⑪
③④ ③④ ③④ ③④⑦ ③④ ③④⑥

１．５Ｓを推進し、廃棄 　５Ｓ評価シートでの評価を ②職場評価パトロール者の決定 実績
①②③④

⑤⑥
③④⑨ ③④ ③④⑧

③④⑥⑩

⑪
③④ ③④ ③④ ③④⑦ ③④ ③④⑥

　物の削減を目指す。 　7０点　以上とする。 ③自主評価パトロールの実施 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ (目標達成度評価）

④全社評価の周知・徹底 評価基準 　（実施納期）　　○：当月実施　　△：1ヶ月遅れて実施　　×：2ヶ月遅れて実施又は未実施

⑤表示板を設置し、「見える化」を徹底 計画 43 46 49 52 55 58 61 64 67 70

⑥通路の白線引き 実績 40 54 58 62 64 66 66 64 68 68 70

⑦５ＳのＤＶＤ教育 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧喫煙場の設置 評価基準 　（改善実施率）　　○：目標の90％以上　　△：目標の90％未満　　×：目標の70％未満 （今後の課題等）

⑨廃棄物の看板の設置

⑩<12月5日追加>機械の色塗り

⑪<12月７日追加>駐車場の白線引き

(プロセスに対する評価）
決めたことを計画通り実行出来た

12月の追加の施策2件が効果的
だった。

目標値　70点に対し実績70点
目標を達成できた。

忙しい時も通路に物を置かない習慣

をつけたい。やむを得ない場合は臨

時の完成品置き場等の表示をする。

目標達成状況評価欄生駒勇樹

プロセス

目標値

ス　ケ　ジ　ュ　ー　ル

項　　　　目 目　　標　　値 主担当

サイン

越田

10.活動計画書の説明

※活動計画書の一部抜粋 1ヶ月毎にＰＤＣＡ

評価で『×』又は効果があまり出ていない場合はプロセスを追加し改善を図る。

11
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11.取組項目（５Ｓ活動の推進）

５Ｓチェックシート

評価委員が毎回、同じ社員のため評価に
かたよりが発生！

外国人実習生や女性社員も参加させ
全社員の５Ｓレベルを底上げしよう。

『　現 場 チ ェ ッ ク リ ス ト　』

（有）生駒工業所 実施日（２７年１１月３０日）

（該当しない項目は無記入　例）　掲示板が無い部門、廃棄物置き場と無関係の部門など）

良い 普通 悪い

５点 ３点 １点

置場の明示
材料置場、仕掛品置場、完成品置場が明示

○ 明示不足

治具置場が整理され、明示されている ○

掃除道具置場が明示されている ○

フォークリフト置場が明示してある ○

不要なものが置いてない ○

エコステージの管理版に最新データの掲示がある ○

廃棄物置場（責任者、連絡先）が明確(法定の看板があるか） ○

大きな消火器配置図が工場の入口に貼ってある ○

消火器の表示がある ○

床の歩行ライン（通路は中をグリーンで塗り、枠は白いライン）が明
確か

○ 白線が薄くなっている

通路に物が置いてないか ○ 通路使用の立て札がある

ラインからはみ出していないか ○

ラインに平行に置いてあるか、直角に置いてあるか ○

終業前機械の周りの清掃が行われているか
　（切粉・切削オイルなど）

○

機械使用後の清掃が行われているか ○

毎日、始業前、後に清掃の時間が決めてある ○

清掃のエリア区分（担当）が細かく決められている ○

職場にゴミや汚れがないこと ○

挨拶があるか（明るい職場のバロメータ）

（相手より先に、社外の来場者の方にも大きな声で）

6 事　務　所 ロッカー・戸棚・整理棚の上に不要な物が置いてない ○

小　　　　　　　計 30 27 5

巡回者

（　１００点満点に置き換え　）

○

62

指摘事項
№

項　　目 チ　ェ　ッ　ク　ポ　イ　ン　ト

法令対応の
表　示 2

合　　　計　　　点　　　（該当しない欄は計算しない）

清掃のルール4

該当有りに○

表　  　示1

明るい職場5

    3 安 全 対 応社員別に清掃担当エリアを色分け

12
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2015年7月 8月 9月 10月 11月 12月 2016年1月 2月 3月 4月 5月 6月

社 計画 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1

外 実績 2 2 1 1 1 1 0 1 1

不 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

具 計画 2 4 6 8 10 12 14 16 18 19 20

合 実績 2 4 5 6 7 8 8 9 10

評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社 計画 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4

内 実績 8 10 6 4 3 4 3 3 3

不 評価 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

具 計画 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 54

合 実績 8 18 24 28 31 34 37 40 43

評価 × × × × × × × ○ ○

目標値

累計値

目標値

累計値

12.取組項目（不具合件数を減らそう）

・活動を開始して3ヶ月経過したが不具合
が減らない。
・このままでは目標達成が困難である。
・早急に新たなプロセスが必要。

月に1度行っている社内エコ会議で
新たなプロセスを３つ追加すること
になった。
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13.不具合件数を減らそう

ピッキング作業の義務付け
ﾞ2015年11月

K電業所様より
ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ作業義務付けを依頼さ

れる。

ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ作業導入後は
付け忘れによる不具合
が大幅に減少。



有限会社 生駒工業所14.不具合件数を減らそう２
15

社内不具合書の実施

・不具合内容 ・対策 ・個数
・修正時間 ・部材費用
・仕損費（チャージ60円統一）

を明確に記入する事。

対策書を掲示し、全社員で情報を共有し再発防止に取り組んでいます。

外国人実習生がいるので中国語
と日本語の両方を作業者が記入



有限会社 生駒工業所15.不具合件数を減らそう3

・エコ会議での意見

安全在庫の処分

16

・もったいない
・今すぐ処分しなければ
いけないのか？
・材料管理が面倒だ。
・不具合が出た時の対応
が遅れる。
などの反対意見も多く
聞きました。

・狙いとして

・社内不具合の正確な数
の把握
・月々の材料費の削減
・社内スペースの空きを
作る。
・１品番におけるブレー
キ時間の短縮
などの効果を見込める。

・効果

・100%に近い社内不
具合の把握
・月々の材料費の削減
・空きスペースの確保
・1品番におけるブレ
ーキ時間の短縮
・社内不具合の減少

なぜ？

・作業に良い緊張感が生まれた。
・1工程ずつ作業の確認を行う様になった。

などの狙い以外の効果も得られた。
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16.取組項目（納期達成率を向上しよう。）

17

王　超飛

4月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
20U-54-43120
ﾌﾞﾗｹｯﾄ『シート３』
20U-X14-1160 1 1 1 1
ﾌﾞﾗｹｯﾄ『シート４』
23B-43-36230
ペダル
23C-43-61120
テツカブト
23C-43-61630
チャンネル(曲）
23C-43-61640
チャンネル(溶）
234-54-81250
マスク
14X-06-71720 2 4 2 4 2 2 2・2 4 2 2 4 2 4 2
カバー 2 4 2
14X-06-71740 2 4 2 4 2 2 2・2 4 2 2 4 2 4 2
カバー 2 4 2
14X-06-76721 1
カバー
14X-06-76731 1
カバー
21Ｗ-54-62930 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10
ブラケット 10
21Ｗ-54-62250 10 10
ブラケット
22Ｐ-54-21251 10 10 10 10 10
ブラケット
22Ｐ-54-22891 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 20 20
ブラケット 10 10 10 20 20
22Ｐ-54-22931 1 5
ブラケット

竹内向け
4月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

373000231 6 6 6 4 8 8 8 4 4 4 2 4 4 2 8 2 8 6 4 10
A7GサイドR
353000025 3 6 3 3 6 3 6 3 3 6 6 3 6 3 3 6 6 3 3 9
A5FサイドR

・各作業者に納期表を配布 ・全品番の納期表の掲示

5 月

1 F14F 2 2 1 2 2 2 2 1 2 1 1 2 1 2 1 1 1 1

フロアフレーム

2 0373000231 6 6 4 8 4 6 4 4 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

A7GサイドR

3 0353000025 3 6 3 3 3 6 6 3 9 9 6 6 3 9 9 3 6 3

A5FサイドR

4 0373000276 9 12 7 11 7 12 7 11 7 6 10 4 15 6 12 12 9

A5FサイドL

5 0373000286 14 9 7 11 8 9 12 7 11 7 6 10 4 15 6 12 12 9

A5Fフタ

6 0578200809 1 1 1 1 2 1 2 1

A25FサイドR

7 0578200807 1 1 1 1 2 1 2 1

A25FサイドL

8 0578200234 2 1 1 1 1 1 2 1

フロントカバー

30 3125 26 27 28 29電業 1 2 3 4 5 14 15 16 2418 19 20 21 22 2312 13 176 7 8 9 10 11

・各作業者に担当製品
の納期表の配布

・掲示板を設置し、全従
業員が会社全体の納期
状況を把握



有限会社 生駒工業所17.４社合同での活動内容
18

1ヶ月に1度の4社合同会議
4社合同での消防訓練

・消火器を使った事が無い。
・AEDを使った事が無い。
・緊急時の対応するルールが
無い。

・エコステージ進捗状況の確認
・5Ｓ活動でのbefore・after
の写真
・エコステージ活動での質疑応答
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19

･他社の良かった点は社内に反
映する。
･褒められた方は活動のモチベ
ーションが上がる。

･悪かった点は期限を決めて期
限内に改善を行う。

18.４社合同での活動内容2
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19.外国人実習生の変化

20

Before

・自転車をバラバラに置く。
・ゴミの分別をしない。
・仕事中の喫煙、吸殻のポイ捨て
・不具合品を出しても対策書を
書かないため再発を繰り返す。
・受け身な仕事態度

Ａｆｔｅｒ

・自転車の整理整頓
・ゴミの分別
・喫煙所での分煙
・不具合書の記入、ピッキング作業
・環境取り組みや仕事に対する姿勢

・外国人研修生による日本語スピーチコンテストにおいてエコステー
ジ活動をテーマとした内容で特別賞を受賞！

特別賞でお米を貰う『曹君』
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20.お客様の声

･来社するたびに工場内が変わっていて素晴らしい。
･季節のお花が飾ってあり、華やか。
･廃棄物や資源物の表示がしっかりしている。
･私の宣言シートなど活動に全社員参加している事がとても
素晴らしい。
・技術文書管理の仕組みができているので技術文書管理が
必要となる案件も安心して依頼できるようになった。

少しずつ、お褒め
のお言葉が多くな
り社員のモチベー
ションもUP!!
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21.エコステージ活動の効果①

5Sの推進

・社内評価チェックシート 2015年40点→2019年88点に増加
作業スペースも広くなり、工場内も明るくなった。
つまずきなどの報告も無くなり、安全に作業をできるようになった。

不具合件数の減少

・社外不具合件数 2015年40件→2019年12件に減少
・社内不具合件数 2015年108件→2019年17件に減少
社外不具合減少により約224000円の削減
社内不具合減少により約254800円の削減

納期達成率の向上・維持

・納期達成率 2015年95%→2019年99%維持に増加
全社員が納期を認識することによって2015年と2019年で
一人あたりの残業時間が1104時間削減
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22.エコステージ活動の効果②

薄物製品への挑戦

・弊社では主に中厚物の製品を製造していたが厚物製品の売り上げが月に
よってバラつきがあり、月々の売り上げが安定していなかった。
・エコステージ活動の効果を実感しだした頃にK電業所様より薄物製品の依
頼があり、自社で初めてとなる薄物製品の製造を行う事にした。

・薄物製品に挑戦した事もあり月の売り上げが安定、売り上げが2015年～
2019年で42.5%UPしました。
・全体としての売り上げもバラつきが無くなり月々で安定するようになりました。
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23.エコステージ活動の効果③

㈲釜田板金

・社外不具合件数 2015年10件→2019年3件に減少
・納期達成率 2015年99％→2019年100％維持に増加
・売上 2015年と2019年で変動なし
・残業時間 2015年と2019年で50％削減

その他効果

・挨拶が当たり前になり明るい職場になった。
・大掃除が無くなった。
・倉庫建設
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24.エコステージ活動の効果④

㈲林鉄工

・社外不具合件数 2015年19件→2019年4件に減少
・納期達成率 2015年66％→2019年99％維持に増加
・売上 2015年と2019年で60％増加
・残業時間 2015年と2019年で1人あたり432時間の削減

その他効果

・新規事務所建設
・新新規建屋建設
・新規取引先の増加
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25.エコステージ活動の効果⑤

㈲室田鉄工所

・社外不具合件数 2015年74件→2019年30件に減少
・納期達成率 2015年90％→2019年100％維持に増加
・売上 2015年と2019年で30％増加
・残業時間 2015年と2019年で変動なし

その他効果

・資格取得に意欲的になった。
・生産システムの導入
・第二工場建設
・出荷場建設



有限会社 生駒工業所26.エコステージ活動の感想（４社長）
27

･システム、規格重視ではなく実践型のため取り組み易かった。
・1社では困難な継続的活動が行えた事。
･環境管理の位置づけが変わった。
･全員参加で活動できた事で物事に意欲的になった。
･作業者から作業に対する改善意見がでるようになった。
・災害の報告が減った。

弊社では活動
開始より災害
件数0件!!

更新 平成31年4月1日
平成27年9月1日

生駒　浩

生駒勇樹

清水真梨

越田　保

山本　隆治　

生駒美栄子

川崎 　洋

坂本隆時推進員  小泉　安雄 推進員　越田　保  推進員　清水真梨　　

第一工場・現場事務所

責任者　林　外喜男　 責任者　山本　隆治　 責任者　生駒美栄子

出荷・運送 事務部

責任者

第1水曜日12：00～13：00時

小松電業所・第２会議室

経 営 者

　社長　生駒　　浩

環境管理責任者

4社合同会議

林  鉄 工・室田鉄工所

釜田板金・生駒工業所

生駒　浩・生駒勇樹

事務局長

第1火曜日12：45～13：15

第一工場 第二・第三工場

事　務

現　業

事務局長

エコ会議

専　務

社　長

　専務　生駒勇樹

中山義一

臼岩正博

事務局

清水真梨

福島　清久



有限会社 生駒工業所27.小松市SDGs未来都市計画
28

SDGsは2015年に国連サミットで加盟193ヵ国の全員一致で
採択された「持続可能な開発目標」。
「貧困の根絶」「働きがい」「気候変動への対策」など17
の目標を揚げ、国際社会に2030年迄の実現を求めている。



有限会社 生駒工業所28. SDGsとの関係性分析
29
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30

･環境目標=経営目標のさらなる見える化
･全員参加の改善活動を進め、個々の能力の向上
･外国人実習生にもう1歩踏み込んだ視点での活動の展開
･ホームページ、SNS等で弊社の強みのアピール
・SDGsとの直接的、密接な関係性の構築
・SDGs視点からの活動テーマ、実施項目への対応、検討
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変化こそが安定

有限会社生駒工業所

ご清聴ありがとうございました。

31


